
　夏休みを利用して、楢葉町の小学校高学年、中学生を対象とした「令和３年度楢葉町
サマーショートボランティアスクール」を開催しました。
　新型コロナウイルス対策を徹底しながら７月29日、30日の２日間にわたり開催
したもので、参加した小中学生の皆さんは、高齢者疑似体験を
行ったほか、地域交流サロン、木戸川での清掃活動やデイサー
ビスセンターやまゆり荘でのレクリエーションでボランティア
活動を行い、楢葉町の地域課題や福祉の仕事をより身近に感じ、
関心を深める機会となりました。

令和３年度　サマーショート
ボランティアスクールを開催しました！
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サマーショート
ボランティアスクール

　「楢葉町サマーショートボランティアスクール」は、楢葉町の小学校高学年、中学生を対象
としたボランティアプログラムです。ボランティア活動をとおして福祉への理解を深めるほ
か、地域課題への関心をもち、互助意識を育むことを目的として開催しました。
　小中学生９名が参加し、高齢者疑似体験や地域交流サロンのほか、木戸川での清掃ボラン
ティア活動、デイサービスセンターやまゆり荘でのレクリエーション活動を行いました。

　木戸川漁協の鈴木さん、中島さんから漁協
の仕事や木戸川沿いのごみ問題などについて
お話を伺いました。

　定期的な清掃活動を行っているものの、
ごみのポイ捨てが絶えないとのこと。水分
補給をこころがけ、熱中症に注意しながら
ごみ拾いを行いました。　サマーショートボランティ

アスクール開校です！はじめ
はお互いに緊張ぎみでした
が、次第に打ち解け、楽しい
雰囲気でスタートしました。

　地域交流サロンでは高齢者
の皆さんと一緒に食事準備や
配膳を行いました。「盛り付
け上手だね」「ありがとう」な
どの会話がうまれていました。

　特殊なメガネや重りを入れ
たベストなどを装着し、高齢
者の視覚や聴覚、歩行や生活
動作の疑似体験を行いました。
少しずつ視覚や聴覚がさえぎ
られていく高齢者役に対し、
介助者役が「聞
こえますか？」
など声をかけて
いました。

＜参加した皆さんからの感想＞
「年をとるとどれだけ大変
なのかがわかりました」
「ひいおばあちゃんの感覚
が少しわかるようになった
気がします」

＜参加した皆さんからの感想＞
「木戸川のごみがどのくらいあるか気になって
いたけど、活動してみてたくさんあることが
分かった」
「久しぶりに自然と触れあって楽しく活動でき
た」

＜参加した皆さんからの感想＞
「今まで以上におばあちゃんやおじいちゃん、
他の人を大切にしようと思った」
「ボランティアは、困っている人を助けるもの
だと思っていたけど、人を笑顔にするイメージ
に変わった」

楢葉町サマーショートボランティアスクールについて

　やまゆり荘では、職員がデイサービスセン
ターの概要や一日の流れなどについて説明を
行いました。　

　レクリエーションでは、隣り合わせに座る利用者の
皆さんと自然に会話が増えていき、笑いにつつまれた
楽しい時間となりました。
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７月29日、30日それぞれのプログラム終了後、ふりかえりを行い、修了証書授与をもって
サマーショートボランティアスクールが修了しました。参加者の皆さん、ありがとうございました。
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楢葉町老人クラブ女性部勉強会を開催しました
　7月28日、楢葉町保健福祉会館において「第１回　楢葉町老人クラブ女性部勉強会」を
開催しました。
　講師にJヴィレッジ西山由起さんをお招きし、フレイル予防体操や自宅で気軽にでき
る　“お家でストレッチ”などを教えていただきました。
　「フレイル」とは、年を重ねることにより筋力・認知機能・社会とのつながりなどが低
下し、虚弱状態になることを指します。
　フレイルの進行を防いでいきいきと健康ですごすために、勉強会では、背中や太もも
の筋肉をのばしたり、転倒防止のためにつま先やかかとを上げ下げするストレッチなど
を行いました。
　無理なく体力の向上が図られたほか、参加した皆さんからは「久々に身体を動かして気
持ちよかった」などの感想が寄せられ、笑顔につつまれた和やかな勉強会となりました。

楢葉町民生児童委員協議会からのお知らせ

楢葉町民生委員児童委員は総勢21名となりました。
楢葉町民生児童委員協議会は、これからも
「住民の身近な相談相手」「専門機関へのつなぎ役」
として日々活動してまいりますので、お気軽に
お声かけください

【お知らせ１】　　新しい民生委員児童委員が選任されました
　山田岡地区（国道東側）の民生委員児童委員として石井宮子さんが選任され、
７月26日に厚生労働大臣からの委嘱状が松本幸英町長より伝達されました。
　８月より元気に活動を始めております！

【お知らせ２】　　民生委員・児童委員のテレビCM等がスタートしました
　全国民生委員児童委員連合会は、この夏、新たな全国規模の広報活動を展開しており、
この度、ACジャパン支援キャンペーンによる広報支援を受けることが決定しました‼
　全国の幅広い世代に民生委員・児童委員の存在とその活動を認識してもらうために
雑誌、新聞広告等への掲載・ラジオ・テレビCM放映等々、各種媒体でアピールされて
います。
　※ACジャパン支援キャンペーンの動画等広告の詳細は下記URLをご覧ください。
　　https://www.ad-c.or.jp/campaign/support/index.html

石井宮子委員
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はじめてみませんか
ならはまちボランティア
楢葉町ボランティアセンターでは

地域で活躍するボランティアさんを募集しています！

あいた時間に“ちょこっとボランティア”をはじめてみませんか？

「令和3年7月大雨災害静岡県義援金」にご協力をお願いします

＜お問合わせ先＞ 楢葉町共同募金委員会　☎ 0240-25-4157（担当：青木）

　７月１日からの大雨により、静岡県熱海市において大規模な土石流災害が発生し、静岡
県内各地において甚大な被害が発生いたしました。
　楢葉町共同募金委員会では、災害義援金の募集を行っています。お寄せいただいた義援金
は、被災者支援と被災地復興の資金として全額を被災県共同募金委員会へ送金いたします。
　募金箱は楢葉町内各所（楢葉町役場、みんなの交流館ならはCANvas、楢葉町サイクリ
ングターミナル、ブイチェーンネモト等）に設置されているほか、楢葉町保健福祉会館で
受付けています。
　なお、義援金の受付は令和３年10月22日㈮まで、楢葉町共同募金員会（楢葉町保健福祉会
館事務局）で受付けています。義援金へのご協力をお願いいたします。

　７月13日、富岡消防署楢葉分署様のご協力のもと、
やまゆり荘において総合消防訓練を実施しました。
　訓練はやまゆり荘厨房からの出火を想定したもので、
消防署への通報・初期消火・利用者の皆さんのすみや
かな避難誘導を行いました。
　また、玄関前では訓練用消火器（水消火器）を用いた
訓練を実施し、利用者の皆さんも参加して、出火に見
立てた的（看板）に向けて消火活動を行いました。
　楢葉分署隊員による講評をいただき、日頃の防火への
意識をあらためて確認した総合消防訓練となりました。

デイサービスセンターやまゆり荘だより
総合消防訓練を行いました

　令和３年度の楢葉町戦没者慰霊祭は、
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点
から参列者の規模を大幅に縮小し、開催
いたします。
◆日時：令和３年10月19日㈫10時～
◆場所：楢葉町保健福祉会館
※今年度は、双葉郡戦没者慰霊祭との合同
開催となります。

「楢葉町戦没者慰霊祭」の
縮小開催について

※参列遺族については、楢葉町遺族会役員
　のみとさせていただきます。

＜お問合わせ先＞ 楢葉町遺族会事務局
　☎ 0240-25-4157（担当：新妻）

＜お問合わせ先＞
楢葉町社会福祉協議会ボランティアセンター

☎ 0240-25-4157（担当：小林）

高齢者等のお宅まで
お弁当をお届け

町内外の通院などの
運転をお手伝い

高齢者等のお宅の
ごみ出し

配食 運転

ごみ
出し
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社会福祉
法　　人 楢葉町社会福祉協議会

デイサービスセンター やまゆり荘
〒979-0513 双葉郡楢葉町大字山田岡字大堤入31-1
通所介護事業／訪問介護事業／居宅介護事業／総合事業
電話 0240－25－1077　FAX 0240－25－1078
Mail:yamayuri@orion.ocn.ne.jp

楢葉町児童館
〒979-0514 双葉郡楢葉町大字
　　　　　　下小塙字稲荷前56
電話 080－5563－2744

楢葉町保健福祉会館　　〒979-0604 双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂5-5
▶１階　事務局・ボランティアセンター
▶２階　生活支援相談室
電話 0240－25－4157
FAX 0240－25－4620
Mail:narahashakyo@oboe.ocn.ne.jp
http://naraha.fukushima-shakyo.com/

▶３階　地域包括支援センター
　　　　居宅介護支援事業所・介護予防事業所
電話 0240－25－4155
FAX 0240－25－4156
Mail（包括）:naraha-houkatsu@car.ocn.ne.jp
Mail（居宅）:yamayuri@athena.ocn.ne.jp

善意のご寄付ありがとうございました（令和3年6月24日～令和3年8月17日）

地区摘　　　要氏　　　名
木村　重男 様
草野　　豊 様
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小松　直史 様
矢内　芳一 様
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【社会福祉協議会へ】 【日本赤十字社へ】

　７月より、居宅介護支援事業所に新たな職員が加わり、介護支援専門員（ケアマネジャー）が３名
体制となりました。今後も、皆さんにとって身近なケアマネジャーとして頑張ります。いつでも
お気軽にお声かけください。

楢葉町居宅介護支援事業所紹介
～こんにちは！ケアマネです～

（左から）　大泉利枝（主任介護支援専門員）、
岩間美津江（管理者・主任介護支援専門員）、猪狩明美（介護支援専門員）

■採　用 <令和3年7月1日付>
居宅介護支援事業所

い がり　　あけ み

介護支援専門員　　猪狩　明美

楢葉の
皆さんのために
頑張ります。
よろしくお願い
いたします。

職員のうごき

❻

※この広報紙の発行にあたっては、台湾共同募金配分金を使用させていただいております。


